
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
データ駆動回路と液晶パネル上のデータラインとの間に接続され、前記データ駆動回路の
制御信号によりデータ駆動回路の出力ラインの中のいずれか１つから出力される赤、青及
び緑の中のいずれか１つの色データ信号を液晶パネル上の複数個のデータラインに所定の
順序で分配する複数個のディマルチプレクサを有する液晶表示パネルの駆動方法において
、
　　

　　

を含むことを特徴とする液晶表示パネルの駆動方法。
【請求項２】
前記の色データ信号は赤色、緑色、青色信号の順序で前記液晶パネル上のデータラインに
供給されることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３】
前記の色データ信号は緑色、青色、赤色信号の順序で前記液晶パネル上のデータラインに
供給されることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４】
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前記データ駆動回路から各ディマルチプレクサに赤、青及び緑のうち、少なくとも一
組の同一色の色データ信号を連続的に供給する段階と、

前記ディマルチプレクサにおいて、同一色が隣接しないように、かつ、色データ信号
を所定の順序で前記複数個のデータラインのそれぞれに供給するように制御信号を供給す
る段階と、



前記の色データ信号は青色、赤色、緑色信号の順序で前記液晶パネル上のデータラインに
供給されることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項５】

ドット反転方式の順序によ
って配列される段階を含むことを特徴とする請求項１記載の液晶表示パネルの駆動方法。
【請求項６】
前記ディマルチプレクサが前記液晶パネル上の少なくとも５つ以上のデータラインに接続
されることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項７】
前記ディマルチプレクサが奇数個のデータラインに接続されたことを特徴とする請求項１
記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項８】
前記ディマルチプレクサが６の整数倍のデータラインに接続されたことを特徴とする請求
項１記載の液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】

【発明の属する技術分野】
　本発明は薄膜トランジスタ（ Thin Film Transistor；以下″ＴＦＴ″という）等をスイ
ッチマトリックス（ Switch Matrix）で利用する液晶表示装置に関し、特に画質が向上さ
れるようにデータ信号の引加順序を最適化させた液晶表示装置の駆動方法に関する。

【従来の技術】
　通常の液晶表示装置（ Liquid Crystal Display；以下″ＬＣＤ″という）はゲートライ
ンとデータライン間の交差部に配列された画素マトリックスを利用してビデオ信号に対応
する画像を表示する。このような各画素はビデオ信号によって光透過量を調節する液晶セ
ルとデータラインから液晶セルに供給されるビデオ信号を切り換えるためのＴＦＴで構成
される。また、ＬＣＤにはゲートライン及びデータラインを駆動するためのゲート及びデ
ータ駆動集積回路（ Driving Integrated Circuit；以下″Ｄ－ＩＣ″という）等が設けら
れている この場合、ＬＣＤの回路構成を簡素化させるようにディマルチプレクサ（ Demu
ltiplexor；以下″ＤＥＭＵＸ″という）を利用してデータＤ－ＩＣの所要量を減らす方
法が提示された。この方法によると、画素マトリックスとデータＤ－ＩＣの間にはＤＥＭ
ＵＸが接続される。ＤＥＭＵＸはデータＤ－ＩＣの任意の１つの出力ラインに複数個のデ
ータラインを接続させることでデータＤ－ＩＣの所要量を減らす。一例を挙げれば、デー
タラインの数がｎ個、ＤＥＭＵＸに接続されるデータラインの数がｍ個である場合データ
Ｄ－ＩＣの出力ライン数（ｋ）は″ｎ /ｍ″となる。即ち、データＤ－ＩＣの所要量を″
１ /ｍ個″に減らすことができる。この時、Ｄ－ＩＣからは１水平周期の間にｍ回の出力
が発せられ、これらの出力はＤＥＭＵＸによりそれぞれデータラインに引加される。この
ような方式は比較的に移動度が高いポリシリコン（ Poly Si）ＴＦＴを使用してＬＣＤを
製作するときＤＥＭＵＸをピクセルアレイのような基板に形成することが可能であるので
データＤ－ＩＣの出力ライン数を減らすことができる。また、ＬＣＤに使用されるＤＥＭ
ＵＸは複数個のデータラインをデータＤ－ＩＣの１つの出力ラインに順次接続させるため
に、受容できるデータラインの数に該当する制御信号を要求する。以下、図１乃至図２を
参照しつつ従来のＬＣＤ駆動方法を概観する。

　図１を参照すると、データＤ－ＩＣ（１２）と液晶パネル（１０）上のｎ個のデータラ
イン（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）の間に接続された第１乃至第ｋディマルチプレクサ（ＤＥＭＵ
Ｘ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）を含む従来のＬＣＤ素子が図示されている。データＤ－ＩＣチッ
プ（１２）は第１乃至第ｋディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に対応
するｋ個の出力ラインとを具備する。ｋ個のｋディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至Ｄ
ＥＭＵＸｋ）それぞれは液晶パネル（１０）上のデータライン（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）に接
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前記データ駆動回路から各ディマルチプレクサへの供給段階は

【０００１】

【０００２】

。

【０００３】



続された５つの出力ラインとを具備して、５つの出力ラインそれぞれには第１乃至第５制
御信号（ＣＳ１乃至ＣＳ５）が引加される。第１乃至第５制御信号（ＣＳ１乃至ＣＳ５）
は図２に図示したように１水平同期期間（即ち、１Ｈ）の間順次ハイロジック状態でイネ
ーブル（ enable）される。また、従来のＬＣＤ素子は液晶パネル（１０）上のｍ個のゲー
トライン（ＧＬ１乃至ＧＬｍ）を駆動するためのゲートＤ－ＩＣチップ（１４）とを具備
する。ゲートＤ－ＩＣチップ（１４）は１水平同期期間、ｍ個のゲートライン（ＧＬ１乃
至ＧＬｍ）にゲートスキャニング信号（ ）を順次供給する。ゲートスキャニング信
号（ ）は図２に図示したように１水平同期期間、ハイ状態を維持する。１水平同期
期間にｍ個のゲートラインの中のいずれかの１つが駆動される時、データＤ－ＩＣチップ
（１２）は第１乃至第５制御信号（ＣＳ１乃至ＣＳ５）に同期してｋ個の色データ信号を
含む５つのデータ信号グループをｋ個のディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵ
Ｘｋ）に順次供給する。それぞれのディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ
）は第１乃至第５制御信号（ＣＳ１乃至ＣＳ５）に応答してデータＤ－ＩＣチップ（１２
）の出力ラインから入力される５つの色信号を５つのデータラインに供給する。詳細に説
明すると、第１ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１）は図２に図示されたようにデータＤ
－ＩＣチップ（１２）からの５つの色データ信号（Ｒ１、Ｇ１、Ｂ１、 、Ｇ２）を第
１乃至第５（ＤＬ１乃至ＤＬ５）に順次伝送する。同様に、第２ディマルチプレクサは図
２に図示されたようにデータＤ－ＩＣチップ（１２）からの５つの色データ信号（Ｂ２、
Ｒ３、Ｇ３、Ｂ３、Ｒ４）を液晶パネル（１０）上の第６乃至第１０（ＤＬ６乃至ＤＬ１
０）に順次伝送する。このために、各ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸ
ｋ）は制御信号（ＣＳ１乃至ＣＳ５）に応答して５つのトランジスタ（ＭＮ１乃至ＭＮ５
）を含む。

　前述した従来のＬＣＤ駆動方法ではデータライン（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）の中のいずれか
の１つライン上のデータ信号が隣接したデータラインの間のカップリングキャパシティに
起因して隣接したデータラインに供給される異なるデータ信号によって歪曲される。実際
に、第１データ信号ライン（ＤＬ１）は図３Ａに図示されたように第１制御信号（ＣＳ１
）がハイ状態である期間に第１ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１）の第１ＭＯＳトラン
ジスタ（ＭＮ１）からの第１赤色データ信号（Ｒ１）の供給を受ける。また、第１データ
ライン（ＤＬ１）は第１制御信号（ＣＳ１）がロー状態である期間に
になる。その次、第２データライン（ＤＬ２）は第１制御信号（ＣＳ１）次にイネーブル
される第２制御信号（ＣＳ２）がハイ状態である期間に第１ディマルチプレクサ（ＤＥＭ
ＵＸ１）の第２ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ２）からの第１緑色データ信号（Ｇ１）を入力
する。第１及び第２データライン（ＤＬ１、ＤＬ２）の間のカップリングキャパシティ（
Ｃｃ）によって第１データライン（ＤＬ１）上の１つの画素に充電された第１赤色データ
信号（Ｒ１）は第２データライン（ＤＬ２）上の第１緑色データ信号（Ｇ１）によって変
化する。結果的に液晶パネル（１０）に表示される画像は歪曲される。

　このような歪曲は液晶パネル（１０）が で駆動される場合には一層問題
となる。詳細に説明すると、第１データライン（ＤＬ１）上の電圧信号（ＤＬＳ１）は図
３Ｂに図示されたように第１制御信号（ＣＳ１）がハイ状態である期間、ポジティブ（ po
sitive）電圧レベルの第１赤色制御信号（Ｒ１）によって増加されて好ましくない電圧レ
ベルに減少される。これは第２制御信号（ＣＳ２）のライジングエッジでカップリングキ
ャパシティ（Ｃｃ）を通して第２データライン（ＤＬ２）から第１データライン（ＤＬ１
）に供給されるネガティブ電圧レベルの第１緑色データ信号（Ｇ１）に起因する。また、
第１データライン（ＤＬ１）上の電圧信号（ＤＬＳ１）は第５制御信号（ＣＳ５）のライ
ジングエッジによって好ましくない電圧レベルに一層減少する。第２データライン（ＤＬ
２）上の電圧信号（ＤＬＳ２）は３Ｂに図示されたように第２制御信号（ＣＳ２）のポー
リングエッジ（または図示しない）第３制御信号（ＣＳ３）のライジングエッジで定めら
れない電圧レベルでもう一度上昇する。これは第３制御信号（ＣＳ３）のライジングでカ
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ドット反転方式



ップリングキャパシティを通して第２データライン（ＤＬ２）に供給される第３データラ
イン（ＤＬ３）上のポジティブ電圧レベルの第１青色データ信号（Ｂ１）に起因する。従
って、第１乃至第ｋディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）の第１出力ラ
インに接続されたデータライン上の画素は第１乃至第ｋディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ
１乃至ＤＥＭＵＸｋ）の第２乃至第５出力ラインに接続されたデータライン上の画素より
低いか高い電圧信号の供給を受けるようになる。これによって、所定の画素は異なる画素
等に比べて相対的に明るさが劣るようになる。結果的に、液晶パネル（１０）上に表示さ
れる画像は多く歪曲されるようになる。

　実際に、従来のＬＣＤ駆動方法では同一の色データ信号であってもその引加順序によっ
て互いに明るさが異なる。結果的に、ストライプ（ stripe）を含む歪曲された画像が液晶
パネル上に表示されるようになる。例えば、従来のＬＣＤ駆動方法によって液晶パネルが

で駆動される場合液晶パネル（１０）上に表示される画像にはストライプ
が現れるようになる。このストライプは図４に図示されたように同一の色データ信号が異
なるように供給されてデータライン上の画素に充電された電圧信号の絶対値に起因する。
図４はｉ及びｉ＋１番目ゲートライン（ＧＬｉ、ＧＬｉ＋１）がスキャニング信号（ＧＳ
Ｓｉ、ＧＳＳｉ＋１）によって順次駆動されるとき第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ
２）に接続された第 、７、９、１０データライン（ＤＬ６、ＤＬ７、ＤＬ９、ＤＬ１０
）上の電圧波形を図示する である。この場合、第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ
２）は第２青色データ信号（Ｂ２）、第３赤色、緑色及び青色データ信号（Ｒ３、Ｇ３、
Ｂ３）、第４緑データ信号（Ｒ４）を順次供給される。第２及び第３青色データ信号（Ｂ
２、Ｂ３）それぞれは同一の絶対電圧値と相反する極性を有する。第３及び第４赤色デー
タ信号（Ｒ３、Ｒ４）それぞれも同一の絶対電圧値と相反する極性を有する。共に、第２
青色データ信号（Ｂ２）、第３赤色、緑色、青色データ信号（Ｒ３、Ｇ３、Ｂ３）及び第
４赤色データ信号（Ｒ４）は交番的に が反転する。第６データライン（ＤＬ６）は第
１制御信号（ＣＳ１）がハイ状態である期間、第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）
の第１ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ１）からの第２青色データ信号（Ｂ２）を充電する。第
６データライン（ＤＬ６）は第１制御信号（ＣＳ１）がロー状態になるとき

になる必要がある。第６データライン（ＤＬ６）は第２制御信号（ＣＳ２）のライ
ジングエッジで第７データライン（ＤＬ７）上のネガティブ電圧レベルの第３赤色データ
信号（Ｒ３）によってカップリングキャパシティ（Ｃｃ）を通して隣接したデータライン
（ＤＬ７）へ充電された電圧信号（ＤＬＳ６）を放電する。また、第６データライン（Ｄ
Ｌ６）は第５制御信号（ＣＳ５）のライジングエッジで図示しないネガティブ電圧レベル
の第２緑色データ信号（Ｇ２）によってカップリングキャパシティ（Ｃｃ）を通して第５
データライン（ＤＬ５）へ充電された電圧信号（ＤＬＳ６）をまた放電する。一方、第９
データライン（ＤＬ９）は、第３青色データ信号（Ｂ３）を充電した後、一回だけ放電す
る。詳細に説明すると、第９データライン（ＤＬ９）は第４制御信号（ＣＳ４）がハイ状
態である期間、第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）の第４ＭＯＳトランジスタ（Ｍ
Ｎ４）からの第３青色データ信号（Ｂ３）を充電する。そして、第９データライン（ＤＬ
９）は第５制御信号（ＣＳ５）のライジングエッジでポジティブ電圧レベルの第４赤色デ
ータ信号（Ｒ４）に起因してカップリングキャパシティ（Ｃｃ）を通して第１０データラ
イン（ＤＬ１０）へ充電された電圧信号（ＤＬＳ９）を放電する。上述したように、第６
データライン（ＤＬ６）は第９データライン（ＤＬ９）よりもう一度放電することによっ
て同一のデータ電圧が供給されるとｉ番目スキャニング信号（ＧＳＳｉ）のポーリングエ
ッジ（即ち、データ信号のサンプリング始点）で第６データライン（ＤＬ６）上の電圧信
号（ＤＬＳ６）が第９データライン（ＤＬ９）上の電圧信号（ＤＬＳ９）より低い絶対電
圧値を有する。また、第７データライン（ＤＬ７）は第１０データライン（ＤＬ１０）よ
りもう一度放電する。実際に、第７データライン（ＤＬ７）は第２制御信号（ＣＳ２）が
ハイ状態である期間、第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）の第２ＭＯＳトランジス
タ（ＭＮ２）からの第３赤色データ信号（Ｒ３）を充電する。そして、第７データライン
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（ＤＬ７）は第３制御信号（ＣＳ３）のライジングエッジでポジティブ電圧レベルの
緑色データ信号（Ｇ３）に起因して第７及び第８データライン（ＤＬ７、ＤＬ８）の間の
カップリングキャパシティ（Ｃｃ）を通して第８データライン（ＤＬ８）へ充電された電
圧信号を放電する。このように、第７データライン（ＤＬ７）はｉ番目スキャニング信号
（ＧＳＳｉ）のポーリングエッジで第３赤色データ信号（Ｒ３）より低い絶対値を有する
電圧信号（ＤＬＳ７）を供給する。第１０データライン（ＤＬ１０）は第５制御信号（Ｃ
Ｓ５）がハイ状態である期間、第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）の第５ＭＯＳト
ランジスタ（ＭＮ５）からの第４赤色データ信号（Ｒ４）を充電する。第１０データライ
ン（ＤＬ１０）はｉ番目ゲートスキャニング信号（ＧＳＳｉ）のポーリングエッジ（即ち
、データ信号のサンプリングポイント）まで第４赤色データ信号（Ｒ４）と同一の電圧レ
ベルをした電圧信号（ＤＬＳ１０）を維持する。画素に供給される色データ信号が前述し
たようにデータライン（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）へのデータ信号引加順序によって異なる絶対
電圧値に変化されることによって液晶パネル（１０）に表示される画像が歪曲されるよう
になる。

　共に、従来のＬＣＤ駆動方法ではそれぞれのデータライン（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）上にデ
ータ信号の引加順序による漏洩電流が発生する。データライン（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）上の
互いに異なる漏洩電流はデータ信号の引加順序によって画素のホールディング期間が異な
ることに起因する。データライン（ＤＬ１乃至ＤＬ１０）上の互いに異なる

示されたように同一の電圧値を有するデータ信号が画素それぞれで互いに異なる絶
対電圧値で変化された状態でサンプリングされる。詳細に説明すると、第１データライン
（ＤＬ１）は第１制御信号（ＣＳ１）がハイ状態である期間、第１ディマルチプレクサ（
ＤＥＭＵＸ１）の第１ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ１）からの第１赤色データ信号（Ｒ１）
を充電する。第１データライン（ＤＬ１）はゲートスキャニング信号（ＧＳＳ）のポーリ
ングエッジまで充電された電圧を維持する。第１データライン（ＤＬ１）に充電された電
圧は第１制御信号（ＣＳ１）のポーリングエッジからゲートスキャニング信号（ＧＳＳ）
のポーリングエッジまで長い期間、漏洩する。その結果、第１データライン（ＤＬ１）は
図５に図示されたようにデルタＶ１電圧によって第１赤色データ信号（Ｒ１）より低い第
１電圧信号（ＤＬＳ１）を画素に供給する。第４データライン（ＤＬ４）は第４制御信号
（ＣＳ４）がハイ状態である期間、第１ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１）の第４ＭＯ
Ｓトランジスタ（ＭＮ４）からの第２赤色データ信号（Ｒ２）を充電する。第４データラ
イン（ＤＬ４）はゲートスキャニング信号（ＧＳＳ）のポーリングエッジまで充電された
電圧を維持する。第４データライン（ＤＬ４）に充電された電圧は第４制御信号（ＣＳ４
）のポーリングエッジからゲートスキャニング信号（ＧＳＳ）のポーリングエッジまで短
い期間、漏洩する。その結果、第４データライン（ＤＬ４）は図５に図示されたようにデ
ルタＶ２電圧によって第２赤色データ信号（Ｒ２）より低い第４電圧信号（ＤＬＳ４）を
画素に供給する。図５は第４電圧信号（ＤＬＳ４）の電圧レベルが第１電圧信号（ＤＬＳ
１）の電圧レベルより高いことを表す。これによって、液晶パネル（１０）に表示される
画像は一層歪曲されて画質が劣るようになる。
　上述したように、従来のＬＣＤ駆動方法は同一の色データ信号が前述したように互いに
異なる電圧レベルで画素それぞれに供給されるために液晶パネルに表示される画像が歪曲
される。これによって、従来のＬＣＤ駆動方法は液晶パネル上に表示される画質を落とす
ものであった。

【発明が解決しようとする課題】
　本発明の目的は画像歪曲を防止して画質を向上させることができるＬＣＤ駆動方法を提
供することである。

【課題を解決するための手段】
　前記目的を達成するために、本発明による液晶表示装置の駆動方法はデータ駆動回路と
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液晶パネル上のデータラインの間に接続されてデータ駆動回路の出力ラインの中のいずれ
かの１つからの色データ信号を液晶パネル上の複数個のデータラインに分配する複数個の
ディマルチプレクサを有する液晶表示装置の駆動方法であって、データ駆動回路で該当デ
ィマルチプレクサに供給される色データ信号を分類してディマルチプレクサによって異な
る色信号以前に同一の色データ信号が連続的に供給されるようにする。

【作用】
　本発明によるＬＣＤの駆動方法はデータラインに異なる色データ信号が供給される以前
及び /または以後に同一の色データ信号が続いて供給されるようにすることで画素に充電
された同一の色データ信号の間の差が最小化される。これによって、同一の色データ信号
は前述した方法で画素セルに充電されて一定の電圧値に落とせるようになる。結果的に、
液晶パネル上に表示される画像にはストライプが現れなくなる。さらに、本発明によるＬ
ＣＤ駆動方法は画像の歪曲を防止して画質を向上させるようになる。

【発明の実施態様】
　図６乃至図１２を参照して本発明の好ましい実施例について説明する。
　図６は本発明の実施例によるＬＣＤ駆動方法を説明するためにＬＣＤ素子を概念的に図
示したものである。図６でＬＣＤ素子はデータＤ－ＩＣチップ（２２）と液晶パネル（１
０）上のｎ個のデータライン（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）の間に接続された第１乃至第ｋディマ
ルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）を含む。データＤ－ＩＣチップ（２２）
は第１乃至第ｋディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に対応するｋ個の
出力ラインとを具備する。ｋ個のｋディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ
）それぞれは液晶パネル（２０）上のデータライン（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）に接続されて共
に第１乃至第５制御信号（ＣＳ１乃至ＣＳ５）の供給を受ける５つの出力ラインとを具備
する。

　ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）それぞれは５つのＭＯＳトラン
ジスタ（ＭＮ１乃至ＭＮ５）を具備する。第１乃至第５制御信号（ＣＳ１乃至ＣＳ５）は
図７に図示されたように１水平同期期間（即ち、１Ｈ）の間、順次ハイロジック状態でイ
ネーブル（ enable）される。また、ＬＣＤ素子は液晶パネル（２０）上のｍ個のゲートラ
イン（ＧＬ１乃至ＧＬｍ）を駆動するためのゲートＤ－ＩＣチップ（２４）とを具備する
。ゲートＤ－ＩＣチップ（２４）は１水平同期期間、ｍ個のゲートライン（ＧＬ１乃至Ｇ
Ｌｍ）にゲートスキャニング信号（ ）を順次供給する。ゲートスキャニング信号（

）は図７に図示されたように１水平同期期間、ハイ状態を維持する。１水平同期期
間ｍ個のゲートラインの中のいずれかの１つが駆動される時、データＤ－ＩＣチップ（２
２）は第１乃至第５制御信号（ＣＳ１乃至ＣＳ５）に同期してｋ個の色データ信号を含む
５つのデータ信号グループをｋ個のディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ
）に順次供給する。

　それぞれのディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）は第１乃至第５制御
信号（ＣＳ１乃至ＣＳ５）に応答してデータＤ－ＩＣチップ（１２）の出力ラインから入
力される５つの色信号を５つのデータラインに供給する。この場合、それぞれのディマル
チプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給される５つの色データ信号の順序は
データライン（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）の配列順序と異なるようになる。詳細に説明すると、
データＤ－ＩＣチップ（２２）は第１赤色データ信号（Ｒ１）、第２赤色データ信号（Ｒ
２）、第１緑色データ信号（Ｇ１）、第 緑色データ信号（Ｇ２）、及び第１青色データ
信号（Ｂ１）の５つの色データ信号を第１ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１）に供給す
る。データＤ－ＩＣチップ（２２）は第４赤色データ信号（Ｒ４）、第３赤色データ信号
（Ｒ３）、第３緑色データ信号（Ｇ３）、第３青色データ信号（ ）及び第２青色デー
タ信号（Ｂ２）の順序で５つの色データ信号を第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）
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に供給する。換言すれば、データＤ－ＩＣチップ（２２）は同一の色データ信号が連続し
て配列されるようにする。第１ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１）は第１データライン
（ＤＬ１）、第４データライン（ＤＬ４）、第５データライン（ＤＬ５）、第２データラ
イン（ＤＬ２）及び第３データライン（ＤＬ３）の順序で第１乃至第５データライン（Ｄ
Ｌ１乃至ＤＬ５）を選択する。このために、第１ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１）は
第１制御信号（ＣＳ１）に第１ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ１）が、第４制御信号（ＣＳ４
）に第２ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ２）が、第５制御信号（ＣＳ５）に第３ＭＯＳトラン
ジスタ（ＭＮ３）が、第２制御信号（ＣＳ２）に第４ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ４）が、
そして第３制御信号（ＣＳ３）によって第５ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ５）が応答するよ
うにする。また、第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）は第１０データライン（ＤＬ
１０）、第７データライン（ＤＬ７）、第８データライン（ＤＬ８）、第９データライン
（ＤＬ９）及び第６データライン（ＤＬ６）の順序で第６乃至第１０データライン（ＤＬ
６乃至ＤＬ１０）を選択する。このために、第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）は
第５制御信号（ＣＳ５）に第１ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ１）が、第２制御信号（ＣＳ２
）に第２ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ２）が、第３制御信号（ＣＳ３）に第３ＭＯＳトラン
ジスタ（ＭＮ３）が、第４制御信号（ＣＳ４）に第４ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ４）が、
そして第１制御信号（ＣＳ１）によって第５ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ５）が応答するよ
うにする。このような方法で、第３乃至第ｋディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ３乃至ＤＥ
ＭＵＸｋ）それぞれに供給される５つの色データ信号はデータラインの配列順序と異なる
順序で配列されるようになる。共に、第３乃至第ｋディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ３乃
至ＤＥＭＵＸｋ）それぞれに含まれる第５ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ５）はデータライン
（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）の配列順序と異なる順序で第１乃至第５制御信号（ＣＳ１乃至ＣＳ
５）に応答する。

　上述したように、同一の色データ信号はデータラインに供給される異なる色データ信号
の以後及び /または以前にそれぞれのデータラインに連続して供給されるようになること
で画素に充電される同一の色データ信号間の差は最小化される。例えば、データライン（
ＤＬ１乃至ＤＬｎ）に赤色、緑色、青色の順序で色データ信号が供給されると、各データ
ラインは緑色、青色データ信号によって隣接したデータラインとカップリングされて充電
された電圧が２回影響を受けるようになる。また、緑色データが入力されるデータライン
は青色データ信号によって隣接したデータラインとカップリングされて充電された電圧が
１回変化する。いずれの場合も、青色データ信号が入力されるデータラインそれぞれは充
電された電圧変化が無くなる。それで、同一の色データ信号間の電圧の差は発生しない。
同一の色データ信号は画素に充電されて前述した方法で一定の電圧値だけ減少する。これ
によって、液晶パネル（２０）に表示される画像にはストライプが現れなくなる。つまり
、本発明の実施例によるＬＣＤ駆動方法は画像の歪曲を防止して画質を向上させる。

　また、本発明の実施例によるＬＣＤ駆動方法はデータライン（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）に同
一のデータ信号が連続して供給されるので同一のデータ信号の供給を受けるそれぞれのデ
ータライン上で漏洩電流の量が概ね同じようになる。換言すれば、ＬＣＤ駆動方法は殆ど
同一の期間に同一の色データ信号がデータライン（ＤＬ１乃至ＤＬｎ）にホールドされる
。これによって、同一の電圧値を有する同一の色データ信号が画素それぞれで大体同一の
絶対電圧値を有してサンプリングされる。例えば、第１データライン（ＤＬ１）は図８に
図示されたように第１制御信号（ＣＳ１）がハイ状態である期間、第１ディマルチプレク
サ（ＤＥＭＵＸ１）の第１ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ１）からの第１赤色データ信号（Ｒ
１）を充電する。第１データライン（ＤＬ１）はゲートスキャニング信号（ＧＳＳ）のポ
ーリングエッジまで充電された電圧を維持する。従って、第１データライン（ＤＬ１）は
図８に図示されたようにΔＶ１電圧によって第１赤色データ信号（Ｒ１）より低い第１電
圧信号（ＤＬＳ１）を画素に供給する。その間、第４データライン（ＤＬ４）は第２制御
信号（ＣＳ２）がハイ状態である期間、第１ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１）の第４
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ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ４）からの第２赤色データ信号（Ｒ２）を充電する。第４デー
タライン（ＤＬ４）は図８に図示されたようにデルタＶ２電圧によって第２赤色データ信
号（Ｒ２）より低い第４電圧信号（ＤＬＳ４）を画素に供給する。図７に図示されたよう
に、第４データライン（ＤＬ４）上に第２赤色データ信号（Ｒ２）がホールディングされ
る期間と殆ど同一である。これによって、第１及び第４データライン（ＤＬ１、ＤＬ４）
上で漏洩される電流の差を最小化する。同様に、第１赤色データ信号（Ｒ１）と第１電圧
信号（ＤＬＳ１）の偏差と第 赤色データ信号（Ｒ２）と第４電圧信号（ＤＬＳ４）の偏
差は殆ど同一である。また、第４データライン（ＤＬ４）上の第４電圧信号（ＤＬＳ４）
の電圧値は第１データライン（ＤＬ１）上の第１電圧信号（ＤＬＳ１）と殆ど同一である
。従って、第１及び第４データライン（ＤＬ１、ＤＬ４）の画素での明るさの差は最小化
される。本発明の実施例によるＬＣＤ駆動方法はディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至
ＤＥＭＵＸｋ）による漏洩電流の差に起因する画質低下を防止する。

　また、ＬＣＤ駆動方法はディマルチプレクサ等を有する のＬＣＤ素子に
適用されることができる。この場合、液晶パネル（２０）上のデータラインに供給される
データ信号の反転を顧慮してディマルチプレクサのディマルチプラッシング順序で決定す
ることが好ましい。図９はそれぞれ５つの出力ラインを有するディマルチプレクサを有し
て で駆動されるＬＣＤ素子によって適用される本発明によるＬＣＤ駆動方
法を表す。図９を参照すると、データＤ－ＩＣチップ（２２）はポジティブ極性の第１赤
色データ信号（Ｒ１）、ネガティブ極性の第２赤色データ信号（Ｒ２）、ポジティブ極性
の 、ネガティブ極性の第１緑色データ信号（Ｇ１）、そして
、ポジティブ極性の第１青色データ信号（Ｂ１）の順序で第１ディマルチプレクサ（ＤＥ
ＭＵＸ１）に５つの色データ信号を供給する。データＤ－ＩＣチップ（２２）はネガティ
ブ極性の第４赤色データ信号（Ｒ４）、ポジティブ極性の第３赤色データ信号（Ｒ３）、
ネガティブ極性の第３緑色データ信号（Ｇ３）、ポジティブ極性の第３青色データ信号（
Ｂ３）、そして、ネガティブ極性の第２青色データ信号（Ｂ２）の順序で第２ディマルチ
プレクサ（ＤＥＭＵＸ２）に５つの色データ信号を供給する。データＤ－ＩＣチップ（２
２）は各色に対して同一の色データ信号が連続して配列されるようにしてポジティブ及び
ネガティブ極性が交番されるようにする。第１ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１）は第
１データライン（ＤＬ１）、第４データライン（ＤＬ４）、第５データライン（ＤＬ５）
、第２データライン（ＤＬ２）及び第３データライン（ＤＬ３）の順序で第１乃至第５デ
ータライン（ＤＬ１乃至ＤＬ５）を選択する。これによって、第１ディマルチプレクサ（
ＤＥＭＵＸ１）は第１制御信号（ＣＳ１）に第１ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ１）が、第４
制御信号（ＣＳ４）に第２ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ２）が、第５制御信号（ＣＳ５）に
第３ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ３）が、第２制御信号（ＣＳ２）に第４ＭＯＳトランジス
タ（ＭＮ４）が、そして第３制御信号（ＣＳ３）によって第５ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ
５）が応答するようにする。また、第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）は第１０デ
ータライン（ＤＬ１０）、第７データライン（ＤＬ７）、第８データライン（ＤＬ８）、
第９データライン（ＤＬ９）及び第６データライン（ＤＬ６）の順序で第６乃至第１０デ
ータライン（ＤＬ６乃至ＤＬ１０）を選択する。これによって、第２ディマルチプレクサ
（ＤＥＭＵＸ２）は第５制御信号（ＣＳ５）に第１ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ１）が、第
２制御信号（ＣＳ２）に第２ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ２）が、第３制御信号（ＣＳ３）
に第３ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ３）が、第４制御信号（ＣＳ４）に第４ＭＯＳトランジ
スタ（ＭＮ４）が、そして第１制御信号（ＣＳ１）によって第５ＭＯＳトランジスタ（Ｍ
Ｎ５）が応答するようにする。このような方法で、第３乃至第ｋディマルチプレクサ（Ｄ
ＥＭＵＸ３乃至ＤＥＭＵＸｋ）それぞれに供給される５つの色データ信号はデータライン
の配列順序と異なる順序で配列されるようになる。

　このように本発明の実施例によるＬＣＤ駆動方法は液晶パネル（２０）が
で駆動される場合に画像でのストライプ発生を防止することができる。これは図１０に
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図示されたように同一の色データ信号が供給されるデータラインの上の画素に殆ど同一の
絶対値の電圧信号が充電されることに起因する。図１０はｉ及びｉ＋１番目ゲートライン
（ＧＬｉ、ＧＬｉ＋１）がスキャニング信号（ＧＳＳｉ、ＧＳＳｉ＋１）によって順次駆
動されるとき第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）に接続された第 、７、９、１０
データライン（ＤＬ６、ＤＬ７、ＤＬ９、ＤＬ１０）上の電圧波形を図示するものである
。図１０で第２及び第３青色データ信号（Ｂ２、Ｂ３）それぞれは同一の絶対電圧値と相
反する極性を有する。また、第３及び第４赤色データ信号（Ｒ３、Ｒ４）それぞれも同一
の絶対電圧値と相反する電気極性を有する。詳細に説明すると、第１０データライン（Ｄ
Ｌ１０）は第１制御信号（ＣＳ１）がハイ状態である期間、第２ディマルチプレクサ（Ｄ
ＥＭＵＸ２）の第５ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ５）からのネガティブ極性の第４赤色デー
タ信号（Ｒ４）を充電する。第１０データライン（ＤＬ１０）は第１制御信号（ＣＳ１）
がロー状態になるとき にならなければいけない。しかし、第１０デー
タライン（ＤＬ１０）は第４制御信号（ＣＳ４）のライジングエッジで第９データライン
（ＤＬ９）上のポジティブ電圧レベルの第３青色データ信号（Ｂ３）によってカップリン
グキャパシティ（Ｃｃ）を通して隣接したデータライン（ＤＬ９）へ充電された電圧信号
（ＤＬＳ１０）を放電する。また、第１０データライン（ＤＬ１０）は図示しない第３制
御信号（ＣＳ３）のライジングエッジでポジティブ電圧レベルの第４緑色データ信号（Ｇ
４）によってカップリングキャパシティ（Ｃｃ）を通して充電された電圧（ＤＬＳ１０）
を第１１データライン（ＤＬ１１）へまた放電する。第１０データライン（ＤＬ１０）は
ｉ番目ゲートスキャニング信号（ＧＳＳｉ）のポーリングエッジで第４赤色データ信号（
Ｒ４）より低い絶対値を有する電圧信号（ＤＬＳ１０）を供給する。一方、第７データラ
イン（ＤＬ７）は第３青色データ信号（Ｂ３）が充電された後２回放電する。詳細に説明
すると、第７データライン（ＤＬ７）は第２制御信号（ＣＳ２）がハイ状態である期間、
第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）の第２ＭＯＳトランジスタ（ＭＮ２）からのポ
ジティブ極性の第３赤色データ信号（Ｒ３）を充電する。第７データライン（ＤＬ７）は
第３制御信号（ＣＳ３）のライジングエッジでネガティブ電圧レベルの第３緑色データ信
号（Ｇ３）によってカップリングキャパシティ（Ｃｃ）を通して第８データライン（ＤＬ
８）へ充電された電圧信号（ＤＬＳ７）を放電する。また、第７データライン（ＤＬ７）
は第５制御信号（ＣＳ５）のライジングネガティブ電圧レベルの第２青色データ信号（Ｂ
２）によってカップリングキャパシティ（Ｃｃ）を通して充電された電圧（ＤＬＳ１０）
を第６データライン（ＤＬ６）へまた放電する。上述したように、第７データライン（Ｄ
Ｌ７）は第１０データライン（ＤＬ１０）と同様に放電することでｉ番目スキャニング信
号（ＧＳＳｉ）のポーリングエッジ（即ち、データ信号のサンプリング始点）で第１０デ
ータライン（ＤＬ１０）上の電圧信号（ＤＬＳ１０）と同一の絶対電圧値を有する。また
、 は充電された電圧信号（ＤＬＳ７）を第１０データライン
（ＤＬ１０）に電圧信号（ＤＬＳ１０）がホールドされる期間と概ね同一の期間、ホール
ドする。従って、第７データライン（ＤＬ７）上の電圧信号（ＤＬＳ７）は第１０データ
ライン（ＤＬ１０）上の電圧信号（ＤＬＳ１０）と殆ど同一となる。この場合、第６デー
タライン（ＤＬ６）は第５制御信号（ＣＳ５）のライジングエッジでネガティブ電圧レベ
ルの第２青色データ信号（Ｂ２）が充電されるので充電された電圧（ＤＬＳ６）を第５及
び第７データライン（ＤＬ５、ＤＬ７）へ放電しなくなる。第６データライン（ＤＬ６）
はｉ番目スキャニング信号（ＧＳＳｉ）のポーリングエッジで第２青色データ信号（Ｂ２
）と同一の絶対値を有する電圧信号（ＤＬＳ６）を供給する。また、第９データライン（
ＤＬ９）は第１及び第３制御信号（ＣＳ１、ＣＳ３）より遅くイネーブルされる第 4制御
信号（ＣＳ４）のライジングエッジで第３青色データ信号（Ｂ３）が充電されるので充電
された電圧信号（ＤＬＳ９）を第８または第１０データライン（ＤＬ８、ＤＬ１０）へ放
電されなくなる。第９データライン（ＤＬ９）はｉ番目ゲートスキャニング信号（ＧＳＳ
ｉ）のポーリングエッジで第３青色データ信号（Ｂ３）と同一の絶対値を有する電圧信号
（ＤＬＳ９）を供給する。従って、第６データライン（ＤＬ６）上の電圧信号（ＤＬＳ６
）と第９データライン（ＤＬ９）上の電圧信号（ＤＬＳ９）はローディング期間に若干の
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差があっても殆ど同一となる。上述したように、同一の色データ信号が前述した方法で殆
ど同一の絶対値で画素に供給されることで液晶パネル（２０）に表示される画像にストラ
イプを除去することができる。これによって、本発明の実施例によるＬＣＤ駆動方法では
画質が向上される。

　次に、図１１はそれぞれ６つの出力ラインを有するディマルチプレクサを有して
で駆動されるＬＣＤ素子に適用される本発明のＬＣＤ駆動方法を示す。この場合

、データＤ－ＩＣチップ（２２）はポジティブ極性の第１赤色データ信号（Ｒ１）、ネガ
ティブ極性の第２赤色データ信号（Ｒ２）、ポジティブ極性の第２緑色データ信号（Ｇ２
）、ネガティブ極性の第１緑色データ信号（Ｇ１）、ポジティブ極性の第１青色データ信
号（Ｂ１）、そしてネガティブ極性の第２青色データ信号（Ｂ２）の順序で第１ディマル
チプレクサ（ＤＥＭＵＸ１）に６つの色データ信号を供給する。また、データＤ－ＩＣチ
ップ（２２）はネガティブ極性の第４赤色データ信号（Ｒ４）、ポジティブ極性の第３赤
色データ信号（Ｒ３）、ネガティブ極性の第３緑色データ信号（Ｇ３）、ポジティブ極性
の第４緑色データ信号（Ｇ４）、ネガティブ極性の第４青色データ信号（Ｂ４）、そして
ポジティブ極性の第３青色データ信号（Ｂ３）の順序で第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭ
ＵＸ２）に６つの色データ信号を供給する。換言すれば、データＤ－ＩＣチップ（２２）
は各色に対して同一の色データ信号が連続して配列されるようにしてポジティブ及びネガ
ティブ極性が交番されるようにする。第１ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１）は第１デ
ータライン（ＤＬ１）、第４データライン（ＤＬ４）、第５データライン（ＤＬ５）、第
２データライン（ＤＬ２）、第３データライン（ＤＬ３）及び第６データライン（ＤＬ６
）の順序で第１乃至第６データライン（ＤＬ１乃至ＤＬ６）を選択する。また、第２ディ
マルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）は第１０データライン（ＤＬ１０）、第７データライン
（ＤＬ７）、第８データライン（ＤＬ８）、第１１データライン（ＤＬ１１）、第１２デ
ータライン（ＤＬ１２）及び第９データライン（ＤＬ９）の順序で第７乃至第１２データ
ライン（ＤＬ７乃至ＤＬ１２）を選択する。このような方法で、第３乃至第ｋディマルチ
プレクサ（ＤＥＭＵＸ３乃至ＤＥＭＵＸｋ）それぞれに供給される６つの色データ信号は
データラインの配列順序と異なる順序で配列されるようになる。本発明の第３実施例によ
るＬＣＤ駆動方法は同一の色データ信号が前述した方法で殆ど同一の絶対値で画素に供給
されるようにすることで液晶パネル（２０）に表示される画像からストライプを除去する
。これによって、本発明の第３実施例によるＬＣＤ駆動方法では画質が向上する。

　最後に、図１２はそれぞれ４つの出力ラインを有するディマルチプレクサを有する
で駆動されるＬＣＤ素子に適用される本発明のＬＣＤ駆動方法を示す。この場

合、データＤ－ＩＣチップ（２２）はネガティブ極性の第２赤色データ信号（Ｒ２）、ポ
ジティブ極性の第１赤色データ信号（Ｒ１）、ネガティブ極性の第１緑色データ信号（Ｇ
１）、ポジティブ極性の第１青色データ信号（Ｂ１）の順序で第１ディマルチプレクサ（
ＤＥＭＵＸ１）に４つの色データ信号を供給する。また、データＤ－ＩＣチップ（２２）
はポジティブ極性の第３赤色データ信号（Ｒ３）、ネガティブ極性の第３緑色データ信号
（Ｇ３）、ポジティブ極性の第２緑色データ信号（Ｇ２）、ネガティブ第２青色データ信
号（Ｂ２）の順序で第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）に４つの色データ信号を供
給する。データＤ－ＩＣチップ（２２）はネガティブ極性の第４赤色データ信号（Ｒ４）
、ポジティブ極性の第４緑色データ信号（Ｇ４）、ネガティブ極性の第４青色データ信号
（Ｂ４）、ポジティブ極性の第３青色データ信号（Ｂ３）の順序で第３ディマルチプレク
サ（ＤＥＭＵＸ３）に４つの色データ信号を供給する。また、データＤ－ＩＣチップ（２
２）はポジティブ極性の第５赤色データ信号（Ｒ５）、ネガティブ極性の第６赤色データ
信号（Ｒ６）、ネガティブ極性の第５緑色データ信号（Ｇ５）、ポジティブ第５青色デー
タ信号（Ｂ５）の順序で第４ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ４）に４つの色データ信号
を供給する。換言すれば、データＤ－ＩＣチップ（２２）は各色に対して同一の色データ
信号が連続して配列されるようにしてポジティブ及びネガティブ極性が交番されるように
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する。

　しかし、データＤ－ＩＣチップ（２２）は特定のディマルチプレクサ、例えば、第４デ
ィマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ４）に供給される色データ信号は

、第２データライン（ＤＬ２）、第３データラ
イン（ＤＬ３）の順序で第１乃至第４データライン（ＤＬ１乃至ＤＬ４）を選択する。第
２ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）は第７データライン（ＤＬ７）、第８データライ
ン（ＤＬ８）、第５データライン（ＤＬ５）、第６データライン（ＤＬ６）の順序で第５
乃至第８データライン（ＤＬ５乃至ＤＬ８）を選択する。第３ディマルチプレクサ（ＤＥ
ＭＵＸ３）は第１０データライン（ＤＬ１０）、第１１データライン（ＤＬ１１）、第１
２データライン（ＤＬ１２）、第９データライン（ＤＬ９）の順序で第９乃至第１２デー
タライン（ＤＬ９乃至ＤＬ１２）を選択する。第４ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ４）
は第１３データライン（ＤＬ１３）、第１６データライン（ＤＬ１６）、第１４データラ
イン（ＤＬ１４）、第１５データライン（ＤＬ１５）の順序で第１３乃至第１６データラ
イン（ＤＬ１３乃至ＤＬ１６）を選択する。データＤ－ＩＣチップ（２２）から特定のデ
ィマルチプレクサに供給される色データ信号の極性が交番的に変化しないために前記ＬＣ
Ｄ駆動方法では同一の色データ信号が異なる電圧値で画素に供給されるようになる。これ
によって、図１２のＬＣＤ駆動方法では液晶パネル（２０）に表示される画像でのストラ
イプを除去することができる。従って、図１２のＬＣＤ駆動方法はそれぞれ４つの出力ラ
インを有するディマルチプレクサを有する のＬＣＤ素子に適用することが
できなくなる。同様に、図９乃至図１１はそれぞれ５より大きい奇数個の出力ラインを有
するディマルチプレクサを有するドット反転方式のＬＣＤ素子に適用することができるＬ
ＣＤ駆動方法を表す。また、本発明によるＬＣＤ駆動方法はそれぞれ６の整数倍個の出力
ラインを有するディマルチプレクサを有するドット反転方式のＬＣＤ素子に適用されるこ
とができるようになる。

　図１３は本発明によるＬＣＤ駆動方法での駆動されるデータＤ－ＩＣチップの駆動順序
を説明する図である。図１３の第１段階（Ｓ１）でデータＤ－ＩＣチップ（２２）はディ
マルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給されるデータ信号が赤色データ
信号引加を判別する。前記第１段階（Ｓ１）でディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至Ｄ
ＥＭＵＸｋ）に供給されるデータ信号が赤色データ信号である場合第２段階（Ｓ２）でデ
ータＤ－ＩＣチップ（２２）は該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ
）に供給されるデータ信号が赤色データ信号が少なくとも２個であるか否かを判別する。
前記段階２で該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給されるデ
ータ信号が赤色データ信号の数が少なくとも２個ではない場合（即ち、１個である場合）
、第３段階（Ｓ３）でデータＤ－ＩＣチップ（２２）は該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭ
ＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に赤色データ信号を供給する。逆に、前記第２段階（Ｓ２）で
該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給される赤色データ信号
の数が少なくとも２個である場合は、第４段階（Ｓ４）でデータＤ－ＩＣチップ（２２）
は少なくとも２個である赤色データ信号をデータ信号の極性が交番的に反転されるように
該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に配列する。前記第４段階（
Ｓ４）後に、データＤ－ＩＣチップ（２２）は前記第３段階に進行して該当ディマルチプ
レクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に前記配列された赤色データ信号を供給する。

　一方、前記第１段階（Ｓ１）で該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸ
ｋ）に供給されるデータ信号が赤色データ信号ではない場合段階５でデータＤ－ＩＣチッ
プ（２２）は該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給されるデ
ータ信号が緑色データ信号かを判別する。前記段階５で該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭ
ＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給されるデータ信号が緑色データ信号である場合第６段階
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【００２１】

【００２２】



（Ｓ６）でデータＤ－ＩＣチップ（２２）は該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至
ＤＥＭＵＸｋ）に供給される緑色データ信号の数が少なくとも２個であるか否かを判別す
る。前記段階６で該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給され
る緑色データ信号の数が２個以上ではない場合（即ち、１個である場合）第７段階（Ｓ７
）でデータＤ－ＩＣチップ（２２）は該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭ
ＵＸｋ）に緑色データ信号を供給する。反面に、前記第６段階（Ｓ６）で該当ディマルチ
プレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給される緑色データ信号の数が少なくと
も２個である場合第８段階（Ｓ８）でデータＤ－ＩＣチップ（２２）は少なくとも２個で
ある緑色データ信号をデータ信号の極性が交番的に反転されるように該当ディマルチプレ
クサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に配列する。前記第８段階（Ｓ８）後に、データ
Ｄ－ＩＣチップ（２２）は前記第７段階に進行して該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ
１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に前記配列された緑色データ信号を供給する。

　共に、前記段階５で該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給
されるデータ信号が緑色データ信号ではない場合段階９でデータＤ－ＩＣチップ（２２）
は該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給されるデータ信号が
青色データ信号かを判別する。前記段階９で該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至
ＤＥＭＵＸｋ）に供給されるデータ信号が データ信号である場合第１０段階（Ｓ１０
）でデータＤ－ＩＣチップ（２２）は該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭ
ＵＸｋ）に供給される青色データ信号の数が少なくとも２個であるか否かを判別する。前
記段階１０で該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給される青
色データ信号の数が２個以上ではない場合（即ち、１個である場合）第１１段階（Ｓ１１
）でデータＤ－ＩＣチップ（２２）は該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭ
ＵＸｋ）に データ信号を供給する。反面に、前記第１０段階（Ｓ１０）で該当ディマ
ルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給される青色データ信号の数が少な
くとも２個である場合第１２段階（Ｓ１２）でデータＤ－ＩＣチップ（２２）は少なくと
も２個である青色データ信号をデータ信号の極性が交番的に反転されるように該当ディマ
ルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に配列する。前記第１２段階（Ｓ１２）
後に、データＤ－ＩＣチップ（２２）は前記第１１段階に進行して該当ディマルチプレク
サ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に前記配列された青色データ信号を供給する。図１
３に図示されたように、データＤ－ＩＣチップ（２２）は該当ディマルチプレクサ（ＤＥ
ＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に供給された異なる色データ信号の以前及び /または以後に
該当ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ）に同一の色データ信号を供給
することで画素に充電される同一の色データ信号間の差が最小化されるようになる。

【発明の効果】
　上述したように、本発明によるＬＣＤの駆動方法はデータラインに異なる色データ信号
が供給された異なる色データ信号の以前及び /または以後に同一の色データ信号が続いて
供給されるようにすることで画素に充電された同一の色データ信号間の差が最小化される
ようになる。これによって、同一の色データ信号は前述した方法で画素セルに充電されて
一定の電圧値だけ減少する。結果的に、液晶パネル上に表示される画像にはストライプが
現れなくなる。また、本発明によるＬＣＤ駆動方法は画像の歪曲を防止して画質を向上さ
せることができる。

　以上説明した内容を通して当業者であれば本発明の技術思想を逸脱しない範囲で多様な
変更及び修正が可能であることが分かる。従って、本発明の技術的範囲は明細書の詳細な
説明に記載された内容に限らず特許請求の範囲により定めなければならない。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は従来の液晶表示装置の駆動方法で駆動される液晶表示装置を概念的に図
示す。
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【図２】　図２は図１に図示された液晶表示装置の各部分に供給される信号波形図である
。
【図３ a,b】　図３Ａは従来の液晶表示装置駆動方法によって駆動されるドットインバー
ジョン方式の液晶表示装置の構成を概念的に図示す。図３Ｂは図３Ａに図示された液晶表
示装置の各部分に供給される信号波形図である。
【図４】　図４はｉ番目及びｉ＋１番目ゲートラインがスキャニング信号（ＧＳＳｉ、Ｇ
ＳＳｉ＋１）によって順次駆動される場合の、第２ディマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ２）
に接続されたデータライン（ＤＬ６、ＤＬ７、ＤＬ９、ＤＬ１０）上の電圧信号波形図で
ある。
【図５】　図５はデータラインが順次駆動される場合液晶パネルのデータライン上の漏洩
電流の差を説明するための波形図である。
【図６】　図６は本発明の実施例による液晶表示装置の駆動方法で駆動される液晶表示装
置を概念的に図示したものである。
【図７】　図７は図６に図示された液晶表示装置の各部分に供給される信号波形図である
。
【図８】　　図８は図６に図示された液晶表示パネルのデータライン上の漏洩電流の差を
説明するための波形図である。
【図９】　図９は本発明の実施例による液晶表示装置駆動方法によって駆動される５つの
出力ラインを有するディマルチプレクサを有するドットインバージョン方式の液晶表示装
置を説明するための概念図である。
【図１０】　図１０は図９に図示された液晶表示装置の各部分に供給される信号波形であ
る。
【図１１】　  図１１は本発明の実施例による液晶表示装置駆動方法によって駆動される
６つの出力ラインを有するディマルチプレクサを有するドットインバージョン方式の液晶
表示装置を説明するための概略図である。
【図１２】　図１２は本発明の実施例による液晶表示装置駆動方法によって駆動される４
つの出力ラインを有するディマルチプレクサを有するドットインバージョン方式の液晶表
示装置を説明するための概略図である。
【図１３】　図１３は本発明による液晶表示装置の駆動方法に駆動されるデータＤ－ＩＣ
チップの駆動順序を説明する流れ図である。
【符号の説明】
　１０、２０・・・液晶パネル
　１２、２２・・・データＤ－ＩＣチップ
　ＣＳ・・・・・・制御信号
　ＭＮ・・・・・・ＭＯＳトランジスタ
　ＤＬ・・・・・・データライン
　ＤＬＳ・・・・・電圧信号
　ＧＳＳ・・・・・スキャニング信号
　ＧＳＳｉ・・・・ｉ番目スキャニング信号
　Ｃｃ・・・・・・カップリングキャパシティ
　ＤＥＭＵＸ・・・ディマルチプレックサ
　ＤＥＭＵＸ１乃至ＤＥＭＵＸｋ・・・第１乃至第ｋディマルチプレクサ
　ＧＬｉ、ＧＬｉ＋１・・・・・・・・ｉ及びｉ＋１番目ゲートライン
　Ｒ・・・・・・・赤色データ信号
　Ｇ・・・・・・・緑色データ信号
　Ｂ・・・・・・・青色データ信号
　Ｓ・・・・・・・段階
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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